
平成２８年度全日制重点目標及び評価結果と課題

本年度の重点目標 進路を意識した学習習慣の徹底を図る。

担当 重点目標 具体的方策 評価結果と課題

Ｐ Ｔ Ａ 活 動 の 活 ＰＴＡ役員との連携を密にし、 一日研修や半日研修などでは一般会員
性化・充実 よ り 多 くの Ｐ ＴＡ 一般 会 員の の参加がやや少なかった。きずなネッ

参加を呼びかける。 トやホームページを通じて、さらに多
総 くの保護者が参加できるよう呼びかけ

を継続させていきたい。
務

魅 力 あ る 学 校 と 地 域 や 中学 校 への 広報 活 動を ホームページではトップページに重
部 し て の 広 報 活 動 より効果的に行う。 要な情報を見やすく配置し改善を図

の強化 った。碧高ニュース、学校紹介リー
フレットなども含めてより効果的な
情報発信を継続させていきたい。

考査や進路を意識 学習計画表や考査の目標・反省を書 昨年度と同様に、この取組が個人面接
して、計画的に学 かせ、個人面接によって指導するこ に活かされ、生徒の計画性向上に役立
習する姿勢を育て とで、計画性を育てる。 った。今後も同じ取り組みを継続させ

教 る。 ていく。

務 教 科 と し て 生 徒 教 科 が 共通 し て生 徒に 力 を付 教育課程改善の検討などを機に、教科
を 伸 ば す 面 を 共 けさせる点を議論することで、 会での議論が活発となり、教科として

部 通 理 解 し 、 組 織 教 科 会 の充 実 、目 標設 定 の共 の指導の在り方が話し合われた。今後
的に指導する。 有化を図る。 も、教科会での話し合いを充実させる

工夫を続けていきたい。

基 本 的 生 活 習 慣 遅 刻 の 撲滅 を 目指 し、 朝 の声 正門指導を継続的に実施し、遅刻を減
の確立 か け や 、遅 刻 の事 後指 導 を徹 らすことができた。来年度も同様に

生 底する。 指導を継続していく。

徒 規範意識の高揚 自 己 と 他者 の ため の端 正 な身 身だしなみについて、おおむね落ち着
だ し な みを 、 普段 から の 声か いており、男子は良好。後期にかけて

指 けで意識させる。 スカートを短くする等散見される。生
徒が自律的に身だしなみを整えるよう

導 声かけを継続していく。

部 自 己 肯 定 感 や 自 自 分 か ら挨 拶 をす るよ う に声 特に、校内ですれ違う際など自
己 有 用 感 、 コ ミ を か け 、ボ ラ ンテ ィア 活 動な 分から率先し挨拶できる生徒は
ュ ニ ケ ー シ ョ ン ど の 取 組を 実 施す る。 道 徳教 あまり多くない。指導部内で再
能力の育成 育 的 実 践力 を 高め る取 組 を推 検討し取組を実践していく。

進する。
生 徒 会 行 事 の 充 学 校 祭 や球 技 大会 、予 餞 会な リーダーを育て生徒の主体性を最大限
実 ど の 学 校行 事 をと おし て 生徒 に活用することに重点をおいて、行事

が 人 間 的に 成 長で きる よ うに を行った。来年度に向けては、経費の
する。 削減を図っていきたい。

部活動の充実 部 員 集 会や 受 納式 、全 校 集会 部員集会を開催し健康安全な部
生 な ど を 通し て 部活 動の 重 要性 活動や部内の人間関係の構築の

を生徒に認識させる。 大切さを発信した。来年度も引
徒 き続き活力ある部活動の在り方

を発信すると共に大会、コンク

会 ール等で活躍できる部活動を支
援していく。

ボ ラ ン テ ィ ア 活 ハ ン ギ ング バ スケ ット 、 赤い 募金活動等では、本校生徒の協

動の充実 羽 根 募 金、 あ いさ つ運 動 など 力姿勢が高い。来年度は、他の

を 通 し てボ ラ ンテ ィア 活 動の 分掌と協力して生徒が様々なボ

重要性を生徒に認識させる。 ランティア活動に取り組んで行
くことができる仕組みを作って
いく。



担当 重点目標 具体的方策 評価結果と課題

キャリア教育の 総合学習、各種ガイダンス、 総合学習、ガイダンス、面接・小
推進 面 接 ・ 小 論 文 指 導 を 体 系 づ 論文指導など、それぞれの活動に

け、一貫性のある進路指導体 おいてはきちんと指導がなされ
制をつくる。 た。各学年の状況を俯瞰する機会

があればなおよいと思われる。

生徒の進路意識 個別面接指導と進路ガイダン ガイダンスの事前事後の指導を通じ
進 と教員の進路指 スを中心に指導を進める。 て生徒の進路意識を育むことができ

導意識の高揚 た。教員の意識高揚に関しては、各
路 学年のガイダンスに積極的に関わっ

ていただいたことや進路検討会に学
指 年枠を越えて参加していただいたこ

とで、ある程度進んだものと考えら
導 れる。１、２学年の進路ガイダンス

については内容や講師を毎年精選し、
部 キャリア教育の推進につながるもの

を選ぶ必要がある。

進路情報の共有 進路指導に有効な資料の検討 進路指導部に送付された資料を掲示

化と有効活用 及びその作成を行う。 したり、クラスに配布するなど適切
に行った。進路関係業者から送
付される資料の量が膨大で精選
に時間がかかり、スピーディに
配布等が行えなかったことが課
題である。

健康意識の向上 定期健康診断後の事前事後の 自 己 の 健 康 に 興 味 ・ 関 心 を 持
指導をきめ細かく行う。 ち、自己管理できるよう、集団
健 康 に 関 す る 情 報 を 発 信 す 指導や個別指導を行った。定期
る。 的に保健だよりの発行や掲示物

の作成を行い、健康を保持増進
保 できるよう情報を発信した。来

年度も引き続き、事前事後の指
健 導をきめ細かく行い、情報を発

信していきたい。
厚

特別支援教育の 情報交換を密にし、支援の必 支援の必要な生徒については、関係
生 充実 要な生徒へ、早期に対応する。職員やスクールカウンセラーと連携

必要な生徒への SC面談や個に して対応した。特別支援教育委員会

部 応じた支援を行う。 で情報を共有し、支援を検討した。
来年度はさらに充実した支援体制を
整えていきたい。

環境美化の推進 全 員 清 掃 を 確 実 に 実 施 さ せ 全員清掃やゴミの分別を徹底す
る。ゴミの分別を徹底する。 るように回収場や巡回指導で呼

びかけた。来年度も引き続き呼
び か け や 意 識 の 向 上 に 努 め た
い。

図書館力の向上 古い図書の破棄と新規の図書 古い図書を廃棄し、生徒が希望して

研 の充実を図り、生徒が図書館 いる新着図書を充実することができ

に足を運びやすくするため、 たが、なかなか来館数にはつながら

修 生徒の興味のある企画展示を なかった。来年度はさらに多くの生

実施する。 徒が興味を持てる企画を立案し実施
部 していきたい。



担当 重点目標 具体的方策 評価結果と課題

国際理解の向上 留学生の受入れ、送出しと交 生徒へ海外派遣の情報を発信したり、
流会の充実を図り、より多く 留学生との交流の場を増やすことで、
の生徒が留学に対して興味を 多くの生徒に海外派遣に興味を持た

研
持つよう広報活動（国際だよ せることができた。さらに広報活動
り）を積極的に発行する。 を充実させて、より生徒が世界に目

修
を向けれるようにしていきたい。

部 校 内 研 修 活 動 の 教 員 が 校内 研 修活 動に 参 加す 多くの教員がスキルアップできるよう
充実 る こ と によ り 、教 育力 が 向上 な校内研修を企画することができなか

す る よ うに 、 積極 的に 取 り組 った。来年度は教育力が向上できるよ
む。 うな内容の研修を企画し、実施してい

きた。

地 域 連 携 教 育 の 課 題 研 究の 各 講座 を中 心 に外 碧南Ｋプロジェクトを昨年度以上に盛
推進 部団体との連携を充実させる。 況に終えることができた。てらまちウ

碧 南 Ｋ プロ ジ ェク トの 継 続と ォーキングのボランティアなど新規の
中 学 校 への 出 前授 業に 力 を入 取組があった。出前授業を碧南市内の
れる。 すべての中学校で実施することができ

た。次年度は各取組の内容を充実させ

商 たい。

資格取得の充実 適 切 に 補習 を 実施 し、 生 徒に 生徒の理解度に合った指導体制を維持

業 より多くの資格を取得させる。 した。補習の実施により、生徒の
資格取得も一定の成果を挙げた。
また、遅進者指導についても力

科 を入れて取り組んだ。今後も生
徒には一つでも多くの資格を取
得させ、自信をつけさせたい。

キ ャ リ ア 教 育 の イ ン タ ーン シ ップ 先の 確 保と 例年より多くの生徒がインターンシッ

充実 生 徒 へ の働 き かけ を行 い 、イ プを希望した。様々な職種を紹介し、

ン タ ー ンシ ッ プの 参加 に より 多くの経験を得ることで、自らの勤労

生 徒 に 適切 な 勤労 観や 職 業観 観や職業観を身に付けさせたい。

を身に付けさせる。
基 本 的 生 活 習 慣 校 則 の 遵守 、 時間 厳守 、 正し ＳＴ、個人面談、清掃、集会等、あら
の確立 い 身 だ しな み 、学 習環 境 の整 ゆる機会を利用して、生徒に働きかけ

備 等 に つい て 意識 させ 、 正し た結果、身だしなみは概ね良好である
い生活を送らせる。 と感じられる。また、携帯電話の利用

マナーについては、ルールを守ること
ができていない生徒がまだ多くいると
思われる。粘り強く意識の向上を図る

第 指導を継続する必要がある。

１
学 進路ガイダンスや合同ＬＴ等において、

年
基礎学力の育成 毎 日 の 授業 、 家庭 での 学 習が

家庭学習の重要性や高等学校における大 切 で ある こ とを 理解 さ せ、
学習方法を指導すると共に、長期休業単 な る 作業 で は終 わら な い学
中の課題については全員提出させきる習 活 動 に主 体 的に 取り 組 む姿
指導を徹底した。一方、、主体的に学習勢を身に付ける。
する姿勢に欠ける生徒も多く、高校生
としての学習態度をより多くの生徒に
身に付けさせる指導が今後必要と感じ
られる。



担当 重点目標 具体的方策 評価結果と課題

進路目標の設定 的 確 な 進路 情 報を 提供 し 、自 総合的な学習の時間やＬＴ、個人面談

第
ら の 進 路目 標 を設 定で き るよ を通じて自己の将来について考えさせ、

１
うに指導する。 卒業後の進路に興味を持たせる指導を

学
行った結果、自らの進路を考え、適切

年
な類型選択ができたと考えている。た
だ、具体的な進路目標まで定まってい
ない生徒も多くおり、長い目で指導を
継続していく必要がある。

基本的生活習慣の 時間厳守、正しい身だしなみ、環 ＳＴや学年集会等の機会を利用して生
確立 境整備、部活動、挨拶の励行等、 徒に働きかけを行うと共に、服装やマ

充実した高校生活を送らせる。 ナー面など問題を感じる生徒に対して
は個々に声かけをしていった。その結
果、遅刻数や携帯電話の利用マナーな
ど、昨年度より改善できたと考えてい
る。その他、具体的方策に掲げた点に
ついても、概ね良好であると思われる。
来年度もこの状況を維持したい。

第
基 本 的 生 活 習 慣 面 談 な どを 通 して 適切 な 就寝 生活習慣の確立を目指し各ＨＲ担任ご

２
の確立 ・ 起 床 時間 を 意識 させ る と共 とに個人面接をこまめに実施した。家

学
に 、 時 間厳 守 、正 しい 身 だし 庭での様子を含め学校生活等の話を聞

年
な み 、 学習 環 境の 整備 、 部活 いた。生活習慣については概ね良好と
動、挨拶の励行等に留意させ、 感じられる。挨拶についてはあまりで
充実した高校生活を送らせる。 きていない生徒も多いと感じられる。

来年度は、社会に出る直前であるとい
うことを明確に意識させ、社会で通用
する人間の育成を期したい。

基礎学力の充実 授 業 や 家庭 学 習を 充実 さ せ、 各教科ごとに、小テストを実施
単 な る 作業 で は終 わら な い、 して基礎学力の向上を図った。
自 ら 学 ぶ姿 勢 、考 える 姿 勢を また、授業改善を通して、作業
身に付けさせる。 だけでは終わらない、自ら考え

る学習への意識付けを行った。
その結果、成果を上げた生徒も
出てきたと考えられる。ただ、
上下間の格差がはっきり出てき
た。下位層の進路及び学習に対
する意識改革が必要であると思
われる。

基 本 的 生 活 習 慣 時間厳守、正しい身だしなみ、 身だしなみについては、頭髪は概ね年
の確立、定着 清 掃 へ の積 極 的参 加を 促 し、 間を通じて良好であった。男子の第一

校則を遵守させる。 ボタン、女子のスカートについては根
気強く声かけをし、概ね良好であった。
学校生活全般を通じて、生徒に対して
声を掛けていくことが大切である。

学力の充実 授 業 や 家庭 学 習に 積極 的 に取 各教科担当が工夫をし、授業や家庭学

第 り 組 ま せ、 自 ら学 ぶ姿 勢 を身 習に前向きに取り組ませることができ

３ に付けさせる。 た。特に受験の時期が迫ってきてから

学 は、その姿勢は顕著であった。より早

年 い時期からそういった姿勢をもたせら
れるような働きかけが必要である。

具 体 的 な 進 路 目 個 別 面 談・ 進 路情 報提 供 の充 各担任が面談を年間を通じて継続的に
標の設定 実を図る。 おこない、一人一人に適切な進路指導

を行うことができた。また、ＬＴや総
学の時間を利用し、適切な時期に進路
情報の提供を行うことができた。




